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平成22年8月25日  

薬剤師国家試験出題基準（案）に関する日本薬剤師会からの意見について  

件名：．薬剤師国家試験出題基準（案）■に関する意見  

氏名：社団法人 日本薬剤師会  

‾一  

意見  

（該当箇所）出題領域 「法規；制度▲倫理」  

大項目’r薬学と社会」  

中項目 「地域薬局」  

（意見内容ト  

ト磯用医薬品の供給」■を、上記の中項目「地域薬局」における新た   

な独立した′J、項目として設けるか、国中項日中の小項目「地域薬局・薬  

剤師」における例示として、記載いただきたい。  

（理  由）  

薬剤師は、下記のとおり薬剤師絵第1条たその任務が規定されている。  

く薬剤師法第1条〉  

「薬剤師は、調剤、医薬品の供給、その他薬事衛生をつかさどるこ  

とによって、公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって国民の健康  

な生活を確保するものとする。」  

本条文中の医薬品の供給（一般用医薬品の供給）は、開剤と並び、地   

域薬局・薬剤師の重要な業務のひとつである。そして、改正薬事法の施   

行により、わかりやすくより安全で安心な医薬品の供給が求められてい   

る。  

一般用医薬品の供給に関しては、実務として、実習の現場で来局着か   

らの情報収集、状態の評価、来局者への指導・助言、モニタリングや事   

後指導等について体験することになるが、．それを支える知識等の教育に   

ついては、学内で体系的な教育が必要である。  

以上  
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FAX、郵送⑤  

○件名：薬剤師国家試放出短基塑（粂）に関する意見  

○日本犬畢薬学部  

0窓見：  
●  

く祓当価所〉  

（3）常澄事項③各領域にお’ける厨悪事項【物訃化学・生物！  

（倉見内容〉  

「生物」は茹確約知織を問う問題を中心に出超するようですが、それについては賛同で  

きます。  

く理由〉  

（該当箇所〉   

（3）留意事項③各領域における留意事項 【物理・化学・生物】  

く意見内容〉  

生物系に関しては、厚生労働省の肝の出題基準（斜に記されていることに賛成で、  

デルコアカリキュラムに沿って基本的な開店を多く出罵するべきであると考えます。  

モデルギアカリキュラムセ非常に細かく分板させているものを、敢えて広場儲から蝕めて  

複合的な問焙にすると、基礎ではなくかえって舐解な問題になりがちなので、そのような  

問題は数を多くしない方がよいと思います。   

バイオテクノロジーや生命科学の分野についても、進歩に遅れないよう笹基本的な事項  

の鍵解を問うた上で、迫伝子治療や再生医療の新しい技術の意味（意義）を理解している  

かを問うような問題が望ましいと思います。  

く喫商〉  

く該当箇所〉   

く3）留普事項 ②必異聞題及び一般問題における留意事項【必須問牒】  

〈窟見内容）   

五択は知易庶が高くなりすぎないか。   

動転領域ごとの合格が必要とする場合、料こ化学物理生物飼城のみで不合格になる可能  

性が高く、資格試験としては葬伽平にならないだろうか。  

く理由〉  
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く訣当箇所〉  

（3）留意軍寧 ②必須問題及び一般開店における留意猫額【必須間虐】  

く意見内容〉 

必須問題と00T閉店の違いは何か。棲み分けはあるめれ  

く理由〉  

く該当箇所）   

（a）留意邪項 ◎必須問題及び一般問題における留意事項：【十般問題】  

く意見内容〉・ 

総合間借・複合閉店については記述が少なく、何を検討しているのかが伝わってこな  

い。  

く1型郎  

く鰊当噴所〉   

（3）留意事項 ③各領域に］引ナる沼密事項【緒生】  

（意見内容）   

従来の仏閣からすると、その内容に関して、いわゆる‖歯抜け”があるように思われる。  

く理由〉   

従来、僻生分野の出鱈範囲である腐非、党戯剤の社会的膨執こ関する出展凱こついて新出  

題基準により考えた場合、1．央務；薬物乱用防止 2，法規；麻薬覚醒剤取締法、3．報生、  

罪刑、化学：それらの構造あるいは代謝での肘漕が想定されるが、3頓に示す内容をどの  

分野で出店するか明細でない。   

また、栄華イヒ学に関して、物質の榊ミ釦ま、物理、化学、生物で出短、内容に関しては衛  

生で出題するように求められている（薬剤師国家試験出題養準（尭）3頁）．このような出題方  

放では、7領域が相互に密嘩ヰ憫適する冥践力を祉湿する出腰は不可経である。ここに掲  

げられた基準がすべてではないと記されているが、出超鴨庖の重複を避けるための配慮を  

しすぎているように思われる。  

（演当路所〉  

別表Ⅳ 薬剤  

く意見内容〉  
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薬物の体内勒頓 乗物軌儲の解析 薬動学 のところで「ポピュレーション閏解析」が、  

薬物の体内助爆 薬物動態の解析 TD随 のところで「薬効と業物血中旋盤の同時解軌が  

必要と考えます。   

馳剤材料の性質 製剤材料の物性「粉末Ⅹ腺回折測定法の原理と利用駐」札他の測定  

態と比較して強制され過ぎており，これは次の項の「拠剤材料の物性の珊定」に含まれる  

べきだと考えます。   

同じく，製剤材料の吻他の項に稲軌昇肇などに関する軌が必寮ではないかと考え  

ます．  

く理由〉  
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